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小笠原の花・木・鳥・魚 
花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 
鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

ﾀﾞﾑ 貯水率

8/27現在 

父島 

99.0/100 

母島  

68.8/100 

７月気象状況（父島）

最高気温   31.8℃ 

最低気温   22.6℃ 

平均気温   27.3℃ 

平均湿度   84％ 

月降水量   82mm 

住民基本台帳登録者数（８/１） 

            2,363人 

             父島      母島   

  人口      1,921人   442人 

  世帯      1,055     236 

短期滞在者       21人    20人 

ＮＯ．４７４ 

平成15年(2003) 

９/１(月) 

小笠原 ―OGASAWARA－ 

村村民民だだよよりり

 

    村 長 就 任 に あ た り 
 

                                     小笠原村長 森 下 一 男 
 

              小笠原はまだまだ暑い日が続きます。村民の皆様におかれましては元気でお過ごしでしょうか。 
             さて、このたび私は、小笠原村長に就任いたしました。 
             ご承知のように宮澤前村長の任期途中での辞職、そしてそのことによる返還３５周年式典の延期

など、村内外に多大なご迷惑をおかけした後の就任であり、そのため、まずはご迷惑をおかけし

た皆様へのご挨拶が必要との判断から、池田村議会議長にもご同行願い、就任早々の７月２９日 
より上京して参りました。もともと、例年東京都への予算要望の時期でもあり、また横須賀市からペリー来航１５０年の記念

イベントへの招待も受けており、予想以上に多くの方々とお話する機会を得ることができました。 
 国土交通省担当局長はじめ東京都副知事・総務局長他関係局長、国会議員および都議会議員の方々、各市町村長・議長など

とご一緒する機会を持つことができました。その中で皆さん表現は違いましたが「村が一つになって頑張ってください。」と励

ましの言葉をいただきました。 
 ８月８日には三井造船玉野事業所でＴＳＬの起工式が行われ、池田議長と共に参列して参りました。式の中で代表者による

溶接行事が行われ、いよいよ平成１７年春の就航に向け造船所での建造が始まりました。この式典に参列しながら、改めて村

長としての村の舵取りをしっかりとしなければいけないという責任の重さを痛感した次第であります。 
 それだけに、村の政策課題について何を優先し、どれに時間をかけるのか、村の財政との兼ね合いなどから判断し、９月の

定例村議会において村長所信として明らかにしたいと考えております。 
 また、現在、小笠原村は関係各機関の協力のもと、今年度で期限切れとなる、小笠原諸島振興開発特別措置法の延長を求め

ているところであります。今回の法延長は単純延長ではなく、ハードからソフトの転換や環境保全事業が重視されるような、

時代の趨勢に即したものとなるよう関係者の皆さんにご理解を求めなければなりません。そのために就任早々ではあります

が、この村民だよりが配布される頃には、２度目の上京をしております。 
私は村の自立は村だけの力で実現できるものではなく、村民の願いが国政や都政、村を支える多くの皆さんに理解されてこ

そ、自立へ向かうものと考えております。今まで歴代の村長の上京機会が多かったのは、村民の声を聞くとともに、その声を

外に伝えることが村長の使命の一つであり、このことは当分変わりそうにありません。また、村長の留守中を守り、村政の職

責をともに担う三役の人事についても思案中であります。 
 私は常に村民の視点で村政運営を務めてまいります。そのために、村民の声を聞く機会として「村民相談日」の設置を指示し、

８月２７日（以後、毎月最終水曜日実施。）から実施することとなりました。村長上京中といえども、皆さんの声が届く体制を

とり、村の「元気」を取り戻したいと思っております。 
 私の村長としての役割はスタートを切ったばかりではありますが、ひとつひとつの課題をゴールに導けるよう、村民の皆様

のご協力を切にお願いする次第であります。 
 
村政へのご意見、ご要望は 
 「 村長へのメール ogasawara@vill.ogasawara.tokyo.jp 」をご利用ください。 

すうせい 
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村
民
意
見
・
提
案
・ 

相
談
受
付
窓
口
の
開
設 

 

小
笠
原
村
で
は
、
常
に
村
民
の
視
点
に
基
づ
い
た

村
政
運
営
を
心
が
け
て
い
ま
す
が
、
こ
の
度
、
村
民

の
皆
様
の
ご
意
見
や
ご
相
談
等
を
伺
う
た
め
に
『
村

民
意
見
・
提
案
・
相
談
受
付
窓
口
』
を
毎
月
最
終
水

曜
日
に
開
設
い
た
し
ま
す
。 

皆
様
の
貴
重
な
ご
意
見
、
ご
提
案
、
ご
相
談
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
相
談
受
付
窓
口
以
外
で
も
、
随
時
、

皆
様
か
ら
の
ご
意
見
等
を
お
受
け
し
て
お
り
ま
す
。 

【
日
時
】
９
月
２４
日
（水
） 

午
前
８
時
～
午
後
５
時
３０
分 

(

正
午
～
午
後
１
時
３０
分
を
除
く
） 

【
場
所
】
父
島 

村
民
課 

母
島 

母
島
支
所 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

村
民
課
住
民
係 

 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
３ 

 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

住
民
基
本
台
帳 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
２
次
稼
動 

 

８
月
２５
日
よ
り
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
の
２
次
稼
動
に
よ
り
、
新
た
に
次
の
サ
ー

ビ
ス
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。 

①
住
民
票
の
写
し
の
広
域
交
付 

全
国
ど
こ
の
市
区
町
村
で
も
、
自
分
や
同
じ
世

帯
の
方
の
住
民
票
の
写
し
が
取
れ
ま
す
。 

※
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
や
運
転
免
許
証
等
の
提
示

が
必
要
で
す
。 

②
転
入
転
出
手
続
の
簡
素
化 

引
越
し
の
手
続
で
窓
口
に
行
く
の
は
、
転
入
時

の
１
回
だ
け
に
な
り
ま
す
。 

※
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
、
事
前
に 

転
出
届
を
郵
送
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

③
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
交
付 

 
 

カ
ー
ド
に
記
録
さ
れ
て
い
る
情
報
に
よ
り
、
確

実
な
本
人
確
認
が
で
き
る
た
め
、
行
政
機
関
等
へ

の
迅
速
な
手
続
き
が
可
能
と
な
り
ま
す
。 

 
 

ま
た
、
写
真
付
の
カ
ー
ド
は
身
分
証
明
書
と
し 

 
 

て
利
用
で
き
ま
す
。 

※
手
数
料
、
写
真
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

 

８
月
に
各
戸
に
配
布
し
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し

た
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
交
付
手
数
料
が
間
違

っ
て
い
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。 

正 

５
０
０
円
（
誤 

１
５
０
０
円
） 

 

●
問
合
せ
先 

 

村
民
課
住
民
係 

２
―
３
１
１
３ 

 

乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度 

 
毎
年
１０
月
は 

乳 

医
療
証
の
更
新
月
で
す
。 
新
た
に
申
請
さ
れ
る
方
、
更
新
日
の
前
日
ま
で
に

新
し
い
医
療
証
が
お
手
も
と
に
届
か
な
い
方
は
、
村

役
場
村
民
課
ま
た
は
母
島
支
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。（ 

乳 
に
該
当
す
る
方
に
は
９
月
中
旬

ま
で
に
通
知
書
を
送
付
い
た
し
ま
す
。） 

申
請
に
は
、
医
療
保
険
加
入
要
件
と
所
得
制
限
の

審
査
が
あ
り
ま
す
の
で
、
健
康
保
険
証
と
平
成
１４
年

中
の
所
得
を
証
明
す
る
書
類
（
源
泉
徴
収
票
ま
た
は

区
市
町
村
で
発
行
す
る
所
得
証
明
書
等
）
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
平
成
１５
年
１
月
１
日
以
降
に
小
笠
原
村

に
転
入
さ
れ
た
方
は
必
ず
所
得
を
証
明
す
る
書
類
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

【
対
象
者
】
小
学
校
入
学
前
ま
で
の
乳
幼
児 

【
医
療
証
の
有
効
期
間
】 

 

平
成
１５
年
１０
月
１
日
～
平
成
１６
年
９
月
３０
日 

※
６
歳
児
は
平
成
１６
年
３
月
３１
日
ま
で 

【
窓
口
負
担
】 

 

《
通
院
の
場
合
》
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

《
入
院
の
場
合
》
食
事
代
と
し
て
、
１
日
あ
た
り

７
６
０
円
を
支
払
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

平
成
15
年
度
地
域
振
興
に
係
る 

補
助
事
業
の
募
集(

下
期
分) 

 

（財
）東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
で
は
、
島
し
ょ
地

域
の
地
域
振
興
に
係
る
事
業
を
行
う
団
体
・
グ
ル
ー

プ
に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
事
業
費
の
一

部
を
補
助
す
る
事
業
を
行
い
ま
す
。 

 

補
助
の
条
件
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

【
補
助
対
象
団
体
】 

概
ね
５
名
以
上
で
構
成
さ
れ
、
振
興
公
社
が
補

助
す
る
事
業
に
相
応
し
い
計
画
な
ど
を
持
つ
グ 

ル
ー
プ
、
団
体 

【
対
象
事
業
】 

①
地
域
振
興
に
係
る
特
産
品
に
関
す
る
事
業 

②
地
域
振
興
に
係
る
観
光
振
興
に
関
す
る
事
業 

③
地
域
振
興
に
係
る
島
お
こ
し
を
担
う
人
材
育
成

に
関
す
る
事
業 

【
補
助
金
額
】 

補
助
対
象
経
費
の
５
分
の
４
以
内
で
１
０
０

万
円
（
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
業
に
つ
い
て

は
２
０
０
万
円
）
を
上
限
と
す
る
。 

た
だ
し
、
②
観
光
振
興
事
業
お
よ
び
③
人
材
育

成
事
業
で
、
視
察
に
関
す
る
も
の
は
６０
万
円
を
限

度
と
す
る
。 

【
事
業
期
間
】 

   

平
成
１６
年
８
月
３１
日
ま
で
（
特
に
必
要
と
認

め
ら
れ
る
事
業
に
つ
い
て
は
最
長
２
年
間
と
す

る
。
） 

【
提
出
書
類
】 

○
計
画
書
（指
定
様
式
） 
○
収
支
計
画
書 
○
会
の
規
約 

○
会
員
名
簿 

※
補
助
交
付
要
綱
は
企
画
課
お
よ
び
母
島
支
所
で

配
布
し
て
い
ま
す
。 

【
提
出
期
限
】
９
月
３０
日
（火
） 

【
提 

出 

先
】 

父
島 

企
画
課
企
画
係 

母
島 

母
島
支
所
庶
務
係 

【
注
意
事
項
】 

 
 

島
し
ょ
振
興
公
社
で
は
、
提
出
さ
れ
た
計
画
書

を
も
と
に
補
助
事
業
の
対
象
と
す
る
か
ど
う
か
審

査
・
決
定
し
ま
す
の
で
、
計
画
書
に
は
事
業
の
内

容
、
目
的
お
よ
び
効
果
を
詳
し
く
明
示
し
て
く
だ

さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

企
画
課
企
画
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

 

東
京
都
シ
ル
バ
ー
パ
ス 

  

満
７０
歳
以
上
の
都
民
の
方
に
は
、
申
し
込
み
に
よ

り
、
都
バ
ス
、
都
営
地
下
鉄
、
都
電
、
都
内
民
営
バ

ス
を
利
用
で
き
る｢

東
京
都
シ
ル
バ
ー
パ
ス｣

が
発
行

さ
れ
ま
す
。 

【
申
込
資
格
】 

 
 

満
７０
歳
以
上
の
都
民
の
方
（
申
し
込
み
は
、
７０

歳
に
な
る
月
の
初
日
か
ら
で
き
ま
す
。） 

【
申
し
込
み
に
必
要
な
も
の
】 

①
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
が
確
認
で
き
る
も
の

（
保
険
証
ま
た
は
免
許
証
） 

②
住
民
税
が
非
課
税
の
方
は
住
民
税
非
課
税
証
明 

 

書 

【
申
し
込
み
に
必
要
な
費
用
】 

 

ご
本
人
の
平
成
１５
年
度
の
区
市
町
村
民
税
が 

○
非
課
税
の
方 

千
円 

○
課
税
の
方 

 

２
万
５
１
０
円 

 

※
半
年
パ
ス
（
平
成
１６
年
４
月
～
９
月
発
行
分
）

は
１
万
２
５
５
円
で
す
。 

【
申
込
窓
口
】 

 
 

父
島 

健
康
福
祉
課
（地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
） 

 
 

母
島 

小
笠
原
村
役
場
母
島
支
所 

 

●
問
合
せ
先 

健
康
福
祉
課 

 
 

２
―
３
９
３
９ 
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地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
開
館
時
間
の
変
更 

  

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
９
月
１
日
よ
り
平
日
に

限
り
、
昼
休
み
時
間
も
開
館
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。（
※
月
曜
日
は
休
館
日
で
す
。） 

【
昼
休
み
時
間
に
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
】 

○
図
書
室
業
務 

○
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
施
設
の
利
用 

【
開
館
時
間
】 

            

●
問
合
せ
先 

健
康
福
祉
課 

 
 

２
―
３
９
３
９ 

 

母
島
保
育
園
10
月
入
園
児
募
集 

  

母
島
保
育
園
で
は
平
成
１５
年
１０
月
入
園
児
を
募

集
し
ま
す
。 

【
入
園
資
格
】 

○
平
成
１５
年
１０
月
１
日
現
在
、
満
３
歳
の
幼
児

で
、
保
護
者
（両
親
が
別
居
等
の
場
合
は
幼
児

を
保
育
し
て
い
る
者
）が
仕
事
等
に
よ
り
保
育

が
で
き
な
い
幼
児
。 

○
平
成
１５
年
４
月
１
日
現
在
、
満
３
歳
以
上
で
入

園
を
希
望
す
る
幼
児
。 

【
申
込
期
間
】
９
月
１
日
（月
）
～
１２
日
（金
） 

※
申
込
用
紙
は
母
島
支
所
に
あ
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

母
島
支
所
庶
務
係 

３
―
２
１
１
１ 

  

中
ノ
平
農
業
団
地
就
農
者
募
集 

 

小
笠
原
村
で
は
、
農
地
の
流
動
化
が
進
ま
な
い
と

い
う
実
態
を
受
け
て
、
平
成
１３
年
度
に
母
島
に
「
中

ノ
平
自
立
支
援
農
業
団
地
」
を
開
設
し
ま
し
た
。 

こ
れ
は
、農
業
で
自
立
を
目
指
す
村
内
農
業
者
に
、

農
地
を
一
時
的
に
供
給
（賃
借
）す
る
自
立
支
援
策
の

一
環
で
す
。 

こ
の
度
、
次
の
要
領
で
空
き
区
画
に
対
す
る
就
農

希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
産
業

観
光
課
ま
た
は
母
島
支
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。 

【
申
込
資
格
】 

①
小
笠
原
村
に
在
住
し
て
い
る
方 

②
申
込
日
前
３
年
間
、
小
笠
原
村
に
お
い
て
就
農 

 
 

の
実
績
が
あ
る
方 
③
農
地
の
安
定
確
保
ま
た
は
農
地
の
規
模
拡
大
を

希
望
す
る
方 

④
自
己
で
農
地
を
所
有
出
来
る
ま
で
の
間
、
意
欲

的
に
就
農
が
で
き
る
こ
と 

⑤
就
農
許
可
日
に
、
母
島
に
居
住
し
て
い
る
こ
と 

【
募
集
戸
数
】 

２
戸
（
２
区
画:

第
５
区
画
お
よ
び
第
６
区
画
）

【
賃
貸
借
期
間
】 

６
年
を
１
契
約
期
間
と
し
、
別
途
、
審
査
を
経

て
、
１
回
に
限
り
契
約
更
新
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。 

【
現
地
説
明
会
】 

９
月
８
日
（月
）
午
前
１０
時
３０
分 

【
申
込
方
法
】 

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
産
業
観
光
課

ま
た
は
母
島
支
所
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

【
申
込
期
限
】
９
月
１９
日
（金
） 

【
決
定
】 

選
定
委
員
会
に
お
い
て
審
査
・
決
定
し
、
結
果

は
申
込
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

産
業
観
光
課
産
業
観
光
係 

 

２
―
３
１
１
４ 

家
庭
系
パ
ソ
コ
ン
の
回
収
が
始
ま
り
ま
す 

  

１０
月
１
日
か
ら
、
資
源
有
効
利
用
促
進
法
に
基
づ

き
、
パ
ソ
コ
ン
メ
ー
カ
ー
等
に
よ
る
、
パ
ソ
コ
ン
の

リ
サ
イ
ク
ル
回
収
が
始
ま
り
ま
す
。 

１０
月
１
日
以
降
、
下
記
の
Ｐ
Ｃ 

リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク
が
付
い
て
い 

な
い
パ
ソ
コ
ン
等
は
、
排
出
時
に 

回
収
再
資
源
化
料
金
を
支
払
う
必 

要
が
あ
り
ま
す
。 

 

対
象
と
な
る
機
器
は
、
次
表
の
上
欄
お
よ
び
こ
れ

ら
と
一
体
と
し
て
販
売
さ
れ
た
付
属
品
で
す
。
下
欄

は
１
台
あ
た
り
の
代
表
的
な
料
金
で
す
。 

 

な
お
、
別
売
り
の
プ
リ
ン
タ
ー
や
ス
キ
ャ
ナ
な
ど

の
周
辺
機
器
は
対
象
外
で
す
。 

            

こ
れ
ら
を
排
出
す
る
際
は
、
ま
ず
当
該
製
品
の
製

造
・
販
売
メ
ー
カ
ー
に
回
収
の
申
込
を
し
ま
す
。
料

金
の
支
払
い
方
法
や
回
収
方
法
は
、
各
メ
ー
カ
ー
に

直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

詳
細
は
、
各
メ
ー
カ
ー
や
Ｊ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ａ(

電
子
情
報

技
術
産
業
協
会)

が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
順
次
公
表

を
進
め
て
い
ま
す
。 

こ
れ
に
伴
い
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
パ
ソ
コ

ン
回
収
は
、
父
島
で
は
９
月
９
日
の
粗
大
ご
み
回
収

を
も
っ
て
終
了
し
ま
す(
母
島
は
既
に
終
了)

。 

ま
た
、
父
島
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
母
島
リ

レ
ー
セ
ン
タ
ー
へ
の
持
ち
込
み
受
け
付
け
も
９
月

３０
日
を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。 

 

◎
９
月
は
ポ
ン
コ
ツ
車
の
島
外
搬
出
月 

  

古
タ
イ
ヤ
、
自
動
車
、
バ
イ
ク
、
原
付
の
島
外
搬

出
を
奇
数
月
に
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

日
程
は
、
村
掲
示
板
と
防
災
無
線
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

村
民
課
環
境
衛
生
係 

 
 
 

２
―
３
１
１
３ 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

キ
ッ
ズ
サ
ッ
カ
ー
IN
小
笠
原 

 

（
財
）
国
際
児
童
交
流
財
団
ウ
ェ
ー
ブ
二
千
に
よ

る
キ
ッ
ズ
サ
ッ
カ
ー
IN
小
笠
原
を
開
催
し
ま
す
。 

開
催
要
項
（申
込
書
）は
、
９
月
８
日
（月
）
よ
り
教

育
委
員
会
お
よ
び
母
島
支
所
で
配
布
し
ま
す
。 

【
母
島
】 

《
日
時
》
○
一
般
対
象 

９
月
２０
日
（土
） 

午
後
６
時
３０
分
～
８
時
３０
分 

 

○
小
中
学
生
対
象 

９
月
２１
日
（日
） 

午
前
８
時
３０
分
～
1
時
３０
分 

 

《
場
所
》
評
議
平
運
動
場 

【
父
島
】 

《
日
時
》
○
一
般
対
象 

９
月
２１
日
（日
） 

午
後
３
時
～
５
時 

 

○
小
中
学
生
対
象 

９
月
２３
日
（火
） 

午
前
８
時
３０
分
～
１０
時
３０
分 

 

《
場
所
》
奥
村
運
動
場 

【
申
込
方
法
】 

申
込
書
を
９
月
１２
日
（金
）
ま
で
に
教
育
委
員

会
ま
た
は
母
島
支
所
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

教
育
委
員
会 

 
 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
７ 

 

日
曜
日 

祝 

日 

土
曜
日 

火
曜
日
～ 

金
曜
日 

曜 

日 

午
前
９
時
～ 

午
後
５
時 

午
前
９
時
～ 

午
後
９
時 

午
前
９
時
～ 

午
後
９
時 

開
館
時
間 

正
午
～ 

午
後
１
時
30
分 

（ご
利
用 

で
き
ま
せ
ん
。
） 

無 

（ご
利
用
で
き
ま
す
。
） 

昼 
休 

み 

Ｃ
Ｒ
Ｔ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
一
体
型
パ
ソ
コ
ン 

 

Ｃ
Ｒ
Ｔ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ 

デ
ス
ク
ト
ッ
プ
パ
ソ
コ
ン
本
体 

ノ
ー
ト
ブ
ッ
ク
パ
ソ
コ
ン 

液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
一
体
型
パ
ソ
コ
ン 

液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ 

機 
 
 

器 
 
 

名 

 ４，２００円  ３，１５０円 
料 

金 
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野
の
草
花
観
察
会 

 
 

教
育
委
員
会
と
支
庁
土
木
課
自
然
公
園
係
の
共
催

に
よ
り
、
家
庭
教
育
講
座
の
第
２
回
目
と
し
て
、
野

の
草
花
観
察
会
を
行
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

【
日
時
】
９
月
１３
日
（土
）
午
前
１０
時
～
正
午 

 
 
 
 

※
荒
天
の
場
合
は
１０
月
に
延
期 

【
募
集
人
数
】
２０
名
（
先
着
順
） 

【
集
合
場
所
】 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

レ
ク
チ
ャ
ー
ル
ー
ム 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

教
育
委
員
会 

 
 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
７ 

 

愛
ら
ん
ど
リ
ー
グ
２
０
０
３ 

父
島
キ
ッ
カ
ー
ズ
第
３
位 

 

７
月
２６
日
、
２７
日
に
神
津
島
の
金
長
運
動
場
に

お
い
て
、「
愛
ら
ん
ど
リ
ー
グ
２
０
０
３
」サ
ッ
カ
ー

大
会
が
開
催
さ
れ
、
父
島
、
母
島
を
は
じ
め
、
伊
豆

諸
島
を
含
め
た
全
１２
チ
ー
ム
で
試
合
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

小
笠
原
の
子
供
た
ち
は
健
闘
し
、
父
島
キ
ッ
カ
ー

ズ
は
第
３
位
と
い
う
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。 

ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
宮
澤
ミ
シ
ェ
ル
さ
ん
の
指
導

の
も
と
、
楽
し
く
サ
ッ
カ
ー
を
学
び
ま
し
た
。 

ま
た
、
７
月
２９
日
に
は
、
Ｆ
Ｃ
東
京
の
練
習
を
見

学
し
ま
し
た
。
子
供
た
ち
は
、
夏
休
み
の
楽
し
い
思

い
出
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 
 

  

２
―
３
１
１
７ 

      

小
笠
原
選
手
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト 

 

７
月
１９
日(

土)

東
京
ド
ー
ム
で
行
わ
れ
た
少
年

野
球
チ
ー
ム
参
加
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
に
小
笠
原
の
少

年
野
球
チ
ー
ム
「
小
笠
原
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
」
が
参
加

し
ま
し
た
。 

そ
の
際
に
小
笠
原
村
観
光
親
善
大
使
で
あ
る
日
本

ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
小
笠
原
道
大
選
手
と
お
会
い

し
、「
遠
い
と
こ
ろ
よ
く
来
て
く
れ
ま
し
た
。こ
れ
か

ら
も
野
球
を
ず
っ
と
楽
し
ん
で
、
も
っ
と
も
っ
と
野

球
を
好
き
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。」と
言
葉
を
も
ら
い

ま
し
た
。
子
供
た
ち
は
緊
張
し
な
が
ら
も
、
と
て
も

う
れ
し
そ
う
で
し
た
。 

子
供
た
ち
か
ら
も
代
表
で
キ
ャ
プ
テ
ン
の
田
村
君

が
、
小
笠
原
選
手
に
手
紙
を
読
み
手
渡
す
と
、
小
笠

原
選
手
は
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
持
っ
て
い
な
い
小
笠

原
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
た
め
に
、
こ
っ
そ
り
と
用
意
し

て
い
た
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
子
供
た
ち
に
手
渡
し
て
く

れ
ま
し
た
。 

突
然
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
に
子
供
た
ち
は
大

喜
び
。
み
ん
な
で
見

せ
合
い
な
が
ら
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
を
着
て
い

ま
し
た
。 
観
光
親
善
大
使
と

い
う
ご
縁
か
ら
で
は

あ
り
ま
す
が
、
小
笠

原
の
子
供
達
へ
の
温

か
い
お
心
遣
い
に
感

謝
い
た
し
ま
す
。 

小
笠
原
選
手
、
素
晴
し
い
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

今
回
の
上
京
で
練
習
試
合
を
予
定
し
て
い
た
小
笠

原
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
は
、
早
速
、
こ
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

を
着
て
練
習
試
合
を
行
い
ま
し
た
。 

 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

 

     

都
市
計
画
の
案
に
関
す
る 

公
聴
会
の
取
り
や
め 

 

村
民
だ
よ
り
８
月
号
で
お
知
ら
せ
し
、
９
月
９
日

お
よ
び
１０
日
に
開
催
を
予
定
し
て
い
た
「
都
市
計
画

の
案
に
関
す
る
公
聴
会
」
は
、
意
見
の
公
述
の
申
し

出
が
な
か
っ
た
た
め
取
り
や
め
と
な
り
ま
し
た
。 

 

●
問
合
せ
先 

東
京
都
都
市
計
画
局
都
市
計
画
課 

０
３
―
５
３
８
８
―
３
２
２
５ 

 

秋
の
交
通
安
全
運
動 

 

９
月
２１
日
（日
）
か
ら
３０
日
（火
）
ま
で
の
１０
日

間
「
お
も
い
や
り 

人
に
車
に 

こ
の
街
に
」
を
メ
イ

ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
を
実
施

し
ま
す
。 

運
動
重
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

①
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
、
特
に
薄
暮
時
に
お

け
る
歩
行
中
の
事
故
防
止 

 

②
二
輪
車
・
自
転
車
の
交
通
事
故
防
止 

 

③
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用

の
徹
底 

 
今
回
初
め
て
、
小
笠
原
警
察
署
と
海
上
保
安
署
と

の
合
同
の
海
上
保
安
対
策
を
と
り
ま
す
。 
海
上
保
安
署
の
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
は 

「
海
難
０ ゼロ
へ
の
願
い
」
で
す
。 

運
動
重
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

①
１２
歳
未
満
へ
の
救
命
胴
衣
着
用 

②
荒
天
時
の
適
切
な
操
船
お
よ
び
乗
客
の
安
全
確

保 

 

③
無
免
許
・
無
検
査
船
の
航
行
禁
止 

小
笠
原
警
察
署
管
内
で
は
、
下
半
期
に
入
っ
て
か

ら
も
交
通
事
故
が
減
少
傾
向
に
な
い
こ
と
か
ら
、
各

種
の
交
通
違
反
取
締
り
を
推
進
中
で
す
。 

ま
た
、
９
月
の
新
学
期
を
迎
え
、
通
学
路
を
走
行

す
る
速
度
超
過
違
反
車
輌
の
取
締
り
と
、
夜
間
に
お

け
る
飲
酒
運
転
の
取
締
り
を
強
力
に
推
進
し
、
海
上

保
安
署
員
と
の
編
成
に
よ
る
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
や
各

種
の
安
全
講
習
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

 

事
故
の
な
い
小
笠
原
村
に
す
る
た
め
、
村
民
の
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

◎
交
通
相
談
所
の
開
設 

 

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
中
、
生
協
脇
に
設

置
す
る
テ
ン
ト
内
に
交
通
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。 

交
通
事
故
や
そ
の
他
の
交
通
に
関
す
る
相
談
な
ど

な
ん
で
も
結
構
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。 

小

笠

原

警

察

署 

小
笠
原
海
上
保
安
署 

小
笠
原
交
通
安
全
協
会 

 

母
島
巡
回
労
働
相
談 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、９
月
の
「母
島

巡
回
労
働
相
談
」の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【
日
時
】
９
月
８
日
（月
）
午
後
５
時
～
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（
労
働
時
間
、
賃
金
、
解
雇
等
） 

○
求
人
求
職
（
求
人
・
求
職
申
込
等
） 

○
労
災
保
険
（
加
入
、
労
災
給
付
等
） 

○
雇
用
保
険
（
加
入
、
失
業
給
付
等
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 
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小
笠
原
小
・
中
・
高
連
合
運
動
会 

 
 

 
１０
月
５
日
（日
）
に
小
笠
原
小
・
中
・
高
連
合
運

動
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

※
車
で
の
ご
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】 

１０
月
５
日
（日
）
午
前
８
時
５０
分
～
午
後
３
時 

※
雨
天
の
場
合
は
、
１０
月
11
日
（土
） 

【
場
所
】
小
笠
原
小
中
学
校
校
庭 

【
一
般
参
加
種
目
に
つ
い
て
】 

 

○
徒
競
走
（
１
０
０
ｍ
） 

 

○
職
場
対
抗
リ
レ
ー
（
男
女
別
６
人
チ
ー
ム
） 

 

○
地
域
・
職
域
対
抗
綱
引
き
（
男
女
混
合
１２
人 

１
チ
ー
ム
） 

【
申
込
方
法
】 

教
育
委
員
会
で
配
布
し
て
い
る
申
込
用
紙
を

１０
月
２
日
（木
）
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

申
し
込
み
が
間
に
合
わ
な
い
場
合
は
、
当
日
の

受
け
付
け
も
行
い
ま
す
。（
徒
競
走
は
９
時
ま
で
、

綱
引
き
、
リ
レ
ー
は
９
時
３０
分
ま
で
） 

【
申
込
先
】
教
育
委
員
会 

２
―
３
１
１
７ 

【
南
洋
踊
り
に
つ
い
て
】 

今
年
の
運
動
会
で
は
、
午
前
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

最
後
に
、
小
学
生
と
村
民
の
方
々
と
で
「
南
洋
踊

り
」
を
踊
り
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
方
の
ご
参
加
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。 

【
参
観
に
つ
い
て
】 

 
 

会
場
に
テ
ン
ト
を
設
営
さ
れ
る
場
合
は
、
次
の

こ
と
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

○
決
め
ら
れ
た
場
所
に
設
営
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

○
組
み
立
て
は
、
当
日
の
午
前
７
時
か
ら
行
っ
て

く
だ
さ
い
。 

 

○
前
日
に
搬
入
す
る
場
合
、
午
後
３
時
か
ら
５
時

ま
で
に
フ
ェ
ン
ス
側
に
お
い
て
く
だ
さ
い
。 

 

○
校
庭
内
に
車
を
乗
り
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

 

○
閉
会
式
終
了
後
に
片
付
け
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
小
学
校 

担
当 

小
林 

２
―
２
０
１
２ 

小
笠
原
中
学
校 

 
 
 

道
徳
授
業
地
区
公
開
講
座 

 

「硫
黄
島
か
ら
学
ん
だ
こ
と
」 

 

今
年
６
月
に
小
笠
原
中
学
校
の
２
年
生
が
硫
黄
島

を
訪
問
し
ま
し
た
。
生
徒
が
実
際
に
硫
黄
島
を
訪
れ

て
感
じ
た
こ
と
な
ど
を
中
心
に
授
業
を
公
開
し
ま
す
。 

 

多
く
の
方
々
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

【
日
時
】
９
月
３０
日
（
火
）
午
後
１
時
３０
分
～ 

【
場
所
】
小
笠
原
中
学
校
図
書
室 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
中
学
校 

松
本
教
頭 

２
―
２
５
０
２ 

 

調
理
師
試
験
の
実
施 

 

【
試
験
日
時
】
１１
月
２３
日
（日
） 

【
試
験
会
場
】 

○
小
笠
原
村
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

 

○
東
京
農
業
大
学
（
東
京
都
世
田
谷
区
桜
丘
） 

【
受
験
資
格
】 

 
 

調
理
師
法
施
行
規
則
第
４
条
に
規
定
す
る
給
食

施
設
ま
た
は
営
業
施
設
で
２
年
以
上
調
理
業
務
に

従
事
し
て
い
た
者 

【
願
書
配
布
】 

 
 

９
月
１
日
（月
）よ
り
保
健
所
で
配
布
し
ま
す
。 

【
申
込
期
間
】 

 
 

１０
月
１
日
～
１０
日
（
郵
送
・
消
印
有
効
） 

【
そ
の
他
】
詳
細
は
願
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
商
工
会 

２
―
２
６
６
６ 

       

「法
人
土
地
基
本
調
査
」
お
よ
び 

「
法
人
建
物
調
査
」 

  

国
土
交
通
省
な
ど
は
、
今
年
９
月
か
ら
１０
月
に
か

け
て
全
国
の
法
人
（
会
社
組
織
以
外
の
法
人
を
含
む)

を
対
象
と
し
て
、
「
法
人
土
地
基
本
調
査
」
お
よ
び

｢

法
人
建
物
調
査｣

を
行
い
ま
す
。 

 

「法
人
土
地
基
本
調
査
」
は
、
土
地
に
関
す
る
施
策

の
総
合
的
か
つ
効
率
的
な
実
施
を
図
る
た
め
の
基
礎

資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
土
地
の
所
有
お

よ
び
利
用
状
況
に
関
す
る
実
態
を
把
握
す
る
た
め
に

行
い
ま
す
。 

「法
人
建
物
調
査
」は
、
土
地
利
用
と
一
体
と
し
て
、

建
物
の
現
況
を
把
握
す
る
た
め
に
行
い
ま
す
。 

こ
の
調
査
票
は
、
国
土
交
通
省
か
ら
対
象
と
な
る

法
人
あ
て
に
、
９
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
送
付
さ
れ
ま

す
。
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
、
調
査
票
に
ご
記
入

の
上
、
１０
月
３１
日
ま
で
に
東
京
都
あ
て
に
ご
返
送

く
だ
さ
い
。
お
送
り
い
た
だ
く
調
査
票
の
内
容
は
、

本
調
査
以
外
の
目
的
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
調
査
の
主
旨
を
ご
理
解
の
上
、
ご
協
力
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

東
京
都
都
市
計
画
局
総
務
部
土
地
調
査
課 

 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
５
３
８
８
―
３
３
９
６ 

 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
写
真
展 

 

小
笠
原
支
庁
で
は
、
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
開
館
15

周
年
を
記
念
し
て
、「
小
笠
原
の
海
に
す
む
イ
ル
カ

た
ち
の
写
真
展
」
を
開
催
し
ま
す
。 
皆
様
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

【
日
時
】
９
月
６
日
（土
）
～
１１
月
上
旬 

【
場
所
】
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

【
撮
影
】
小
笠
原
ド
ル
フ
ィ
ン
ズ
写
真
室 

稲
生 

閑
夫 

氏 
 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
公
園
係 

２
―
２
１
２
３ 

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習 

 

【
対
象
者
】 

 
 

危
険
物
取
扱
者
で
、
製
造
所
、
貯
蔵
所
ま
た
は

取
扱
所
に
お
い
て
、
危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事

し
て
い
る
方 

※
危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
し
て
い
な
い
危
険

物
取
扱
者
も
、
希
望
に
よ
り
受
講
で
き
ま
す
。 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》 

１０
月
２
日
（木
） 

午
前
９
時
～
午
後
０
時
３５
分 

（
受
付 

午
前
８
時
３０
分
～
） 

 

《
会
場
》
小
笠
原
支
庁
大
会
議
室 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》 

１０
月
３
日
（
金
） 

午
前
１０
時
２０
分
～
午
後
２
時
３５
分 

（
受
付 

午
前
１０
時
～
） 

 

《
会
場
》
小
笠
原
支
庁
母
島
出
張
所 

【
受
講
に
必
要
な
も
の
】 

○
申
請
書 

○
写
真
１
枚
（
縦
３
㎝
×
横
２
・
４
㎝
） 

○
危
険
物
取
扱
者
免
状
（
交
付
さ
れ
て
い
る
も
の

す
べ
て
） 

○
手
数
料
（
４
７
０
０
円
） 

【
そ
の
他
】 

○
当
日
、
会
場
で
受
付
を
し
ま
す
。 

○
講
習
の
案
内
書
・
申
請
書
は
、
小
笠
原
支
庁
総

務
課
行
政
係
お
よ
び
村
役
場
総
務
課
総
務
係
に

用
意
し
て
あ
り
ま
す
。 

○
詳
細
は
案
内
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
支
庁
総
務
課
行
政
係 

２
―
２
１
２
１ 
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税
金
相
談
「
国
税
」 

  

「給
与
収
入
し
か
な
い
が
所
得
税
の
確
定
申
告
は

必
要
？
」「
相
続
税
と
贈
与
税
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り

た
い
。
」「消
費
税
に
つ
い
て
、
改
正
が
あ
っ
た
と
聞

い
た
の
で
す
が
。」
な
ど
な
ど
、
税
金
に
関
す
る
疑
問

や
質
問
に
気
軽
に
相
談
で
き
る
窓
口
を
紹
介
し
ま
す
。 

【
税
務
相
談
室
】 

税
に
関
す
る
相
談
窓
口
と
し
て
、国
税
局
に「
税

務
相
談
室
」、
全
国
の
主
要
税
務
署
に
「
税
務
相
談

室
分
室
」
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
随
時
、
電
話
や

面
接
に
よ
る
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

《
相
談
窓
口
》 

国
税
局
税
務
相
談
室 

 
 

０
３
―
３
８
２
１
―
９
０
８
０ 

国
税
局
税
務
相
談
室
芝
分
室
（
芝
税
務
署
内
） 

 
 
 
 

０
３
―
３
４
５
４
―
８
９
９
５ 

【（
財
）日
本
税
務
協
会
】 

 
 

日
本
税
務
協
会
で
は
、
国
の
委
託
を
受
け
て
、

小
企
業
者
の
記
帳
指
導
や
税
知
識
の
普
及
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
常
設
相
談
所
で
は
、
税
理

士
資
格
を
有
す
る
指
導
員
が
随
時
、
指
導
・
相
談

を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。 

《
相
談
窓
口
》 

相
談
所
東
京
本
部 

 
 
 
 

０
３
―
３
４
６
３
―
８
７
６
１
（
代
） 

相
談
所
東
京
支
部 

 
 
 
 

０
３
―
３
４
６
３
―
８
７
６
２ 

【
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
】 

 
 

身
近
な
税
金
に
つ
い
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が

お
答
え
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、

電
話
お
よ
び
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
に
よ
り
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。 

《
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ア
ド
レ
ス
》 

http://www.taxanser.nta.go.jp 

《
電
話
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
》 

 
 

ご
利
用
の
前
に
村
役
場
の
窓
口
で
配
布
し

て
い
る
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
コ
ー
ド
表
で
、
知

り
た
い
内
容
の
コ
ー
ド
番
号
を
確
認
し
た
上

で
、
次
の
手
順
に
よ
り
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 
 

①
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
の
電
話
番
号
（
０
３
―

３
２
１
３
―
２
２
２
２
）
に
電
話
す
る
。 

 
 

②
音
声
案
内
に
従
っ
て
、
電
話
の
場
合
は
「
０
」

を 

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の
場
合
は
「
１
」
を
ダ
イ

ヤ
ル
す
る
。 

 
 

③
音
声
案
内
に
従
っ
て
知
り
た
い
内
容
の
コ
ー

ド
番
号
を
押
す
。 

④
電
話
の
場
合
は
音
声
で
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の

場
合
は
文
書
で
回
答
を
受
け
る
。 

国 

税 

庁 
  

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談 

  
 

東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
が
開

催
さ
れ
ま
す
。 
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。 

 

※
予
約
が
必
要
で
す
。 

【
相
談
内
容･
時
間
】 

 
 

無
料
一
般
相
談
（
１
コ
マ
４０
分
以
内
） 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
９
月
２０
日
（土
）
午
後
７
時
～
９
時 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
小
会
議
室 

【
父
島
】 
 

《
日
時
》
９
月
２１
日
（日
）
午
後
３
時
～
５
時 
 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

【
予
約
受
付
時
間
】 

 
 

月
～
金
曜
日
（
祝
・
祭
日
を
除
く
） 

 
 
 

午
前
９
時
３０
分
～
正
午 

 
 
 

午
後
１
時
～
午
後
５
時 

【
主
催
】 

 
 

東
京
弁
護
士
会 

 
 

第
一
東
京
弁
護
士
会 

 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会 

 

●
問
合
せ
・
予
約
電
話
番
号 

 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

０
３
―
３
５
８
１
―
１
５
１
１ 

                                        

                                       

  

小笠原諸島返還３５周年記念事業 小笠原まるごと自然体験塾 
おがさわら丸で行く「南硫黄島・硫黄島・北硫黄島」３島クルーズ 

 
小笠原諸島返還３５周年を記念して、おがさわら丸で行く「硫黄島３島クルーズ」を実施いたします。 
皆様のご参加をお待ちしています。 

 
【行 程】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【島内募集数】 ７０名 
【参 加 費】 大人１６,０００円、 学生１４,０００円 
※参加費にはおがさわら丸２等船賃、旅行傷害保険料および消費税を含みます。（行程中の食事代は含まれていません。） 
上級船室希望の場合は追加料金が必要となりますのでお問い合わせください。 
南硫黄・硫黄島・北硫黄島には上陸できません。沿岸よりお楽しみいただきます。 
【申込期限】 １０月１０日（金） 
 
●お申し込み・お問い合わせ 
小笠原海運（株） 本社営業部 ０３－３４５１－５１７１  父島営業所 ０４９９８－２－２１１１ 

 

※小笠原まるごと自然体験塾は、小笠原諸島返還３５周年記念事業の一環として、原生自然環境地域「南硫黄島」を含む小笠原の 
自然環境や文化等をまるごと活用した新たなエコツーリズムのモデル事業として行うものです。 
《主催》小笠原諸島返還３５周年事業実行委員会  《共催》小笠原村 

 

 月／日 行       程 宿 泊 

１日目 
１０／１９ 

 

（日） 

１９：００ 出航前に簡単なレクチャー（父島船客待合所） 
 

２０：００ 父島発  
船中泊 

２日目 
１０／２０ 

 

（月） 

６：００～８：００ 南硫黄島周辺 
９：３０～１１：００ 硫黄島周辺 
１３：００～１３：３０ 北硫黄島周辺 
１９：３０ 父島着 

―― 
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司
法
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会 
「
養
育
費
・
慰
謝
料
未
払
い
１
１
０
番
」 

 

【
実
施
日
時
】
９
月
２０
日
（土
）、
２１
日
（日
） 

 
 
 
 
 
 
 

午
前
１０
時
～
午
後
４
時 

【
電
話
に
よ
る
相
談
】 

 

《
当
日
の
相
談
電
話
番
号
》 

 
 
 

０
３
―
３
３
５
３
―
９
２
０
５ 

【
面
談
に
よ
る
相
談
】 

 

※
面
談
は
電
話
に
よ
る
事
前
予
約
制
で
す
。 

 

《
予
約
受
付
》 

月
曜
日
～
金
曜
日 

午
前
９
時
～
午
後
５
時 

《
面
談
予
約
電
話
番
号
》 

 
 
 

０
３
―
３
３
５
３
―
９
１
９
１ 

【
面
談
会
場
】 

 
 

四
谷
「
司
法
書
士
会
館
１
階 

相
談
ブ
ー
ス
」 

新
宿
区
本
塩
町
９
番
地
３ 

 
 

（
Ｊ
Ｒ
四
谷
駅
か
ら
徒
歩
４
分
） 

 

●
問
合
せ
先 

東
京
司
法
書
士
会
企
画
部 

 
 
 
 
 
 

０
３
―
３
３
５
３
―
９
１
９
１ 

      

小
笠
原
村
住
民
健
診 

  

小
笠
原
村
に
住
民
登
録
、
ま
た
は
外
国
人
登
録
を

し
て
い
る
３０
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
住
民
健
診
を

実
施
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
村
民
だ
よ
り
１０

月
号
に
掲
載
し
ま
す
。 

【
実
施
日
】 

《
母
島
》
１１
月
２
日
（日
）、
３
日
（月
） 

《
父
島
》
１１
月
５
日
（水
）～
８
日
（土
） 

 

●
問
合
せ
先 

健
康
福
祉
課 

 
 

２
―
３
９
３
９ 

 

が 

ん 

検 

診 
 

◎
大
腸
が
ん
検
診 

 【
対
象
者
】 

小
笠
原
村
に
住
民
登
録
し
て
い
る
方
で
、
平
成 

１６
年
３
月
３１
日
時
点
で
４０
歳
以
上
の
方 

【
検
診
方
法
】
検
便
に
よ
る
便
潜
血
検
査 

【
検
診
費
用
】
無
料 

【
申
込
方
法
】 

検
体
容
器
や
質
問
票
な
ど
を
配
布
し
ま
す
の
で
、

直
接
、
申
し
込
み
先
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

申
し
込
み
は
、
代
理
の
方
で
も
結
構
で
す
。 

【
申
込
期
限
】
９
月
１９
日
（金
） 

 
◎
肺
が
ん
検
診 

 【
対
象
者
】 
小
笠
原
村
に
住
民
登
録
し
て
い
る
方
で
、
平
成 

１６
年
３
月
３１
日
時
点
で
４０
歳
以
上
の
方 

【
検
診
方
法
】
喀
た
ん
検
査
法 

【
検
診
費
用
】
無
料 

【
申
込
方
法
】 

検
体
容
器
や
質
問
票
な
ど
を
配
布
し
ま
す
の
で
、

直
接
、
申
し
込
み
先
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

申
し
込
み
は
、
代
理
の
方
で
も
結
構
で
す
。 

【
申
込
期
限
】
１０
月
３１
日
（金
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

父
島 

健
康
福
祉
課 

 
 

 

２
―
３
９
３
９ 

母
島  

母
島
支
所
庶
務
係 

 

３
―
２
１
１
１ 

 

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診
（父
島
） 

 
 

 

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
に
通
知
し
ま
す
。 

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

事
前
に
電
話
で
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
３
、
４
ヵ
月
、
６
ヵ
月
、
９
ヵ
月
、 

１
歳
６
ヵ
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

【
日 

時
】
９
月
１１
日
（木
）
午
後
２
時
～
４
時 

【
場 

所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階 

 

●
問
合
せ
先 

健
康
福
祉
課 
 
 

２
―
３
９
３
９ 

 

専
門
診
療
（有
料
） 

 
 
 

眼
科
の
専
門
診
療
を
行
い
ま
す
。 

保
険
診
療
で
す
の
で
、保
険
証
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

【
父
島
】 
 

《
日
時
》
９
月
２２
日
（月
）、
２３
日
（火
） 
 
 
 
 
 
 

午
前
８
時
３０
分
～
午
前
11
時 
 
 
 
 
 
 

午
後
１
時
３０
分
～
午
後
３
時
３０
分 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

【
母
島
】 

《
日
時
》
９
月
２５
日
（木
） 

午
後
１
時
３０
分
～
午
後
３
時
３０
分 

２６
日
（金
） 

午
前
８
時
３０
分
～
午
前
１１
時 

午
後
１
時
３０
分
～
午
後
３
時
３０
分 

 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

【
実
施
医
療
機
関
】
北
里
大
学
病
院 

 

●
問
合
せ
先 

診
療
所
診
療
所
係 

２
―
３
８
０
０ 

 

介
護
者
教
室 

 

明
老
会
で
は
次
の
予
定
で
介
護
者
教
室
を
実
施
し

ま
す
。 

今
回
は
高
齢
者
の
疑
似
体
験
を
通
し
、
高
齢
者
の

方
々
の
気
持
ち
を
一
般
の
皆
様
と
明
老
会
の
職
員
が

一
緒
に
な
っ
て
考
え
、学
び
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】
９
月
６
日
（土
）
午
後
７
時
～
８
時 

【
場
所
】 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ル
ー
ム 

【
内
容
】
高
齢
者
の
身
体
を
理
解
し
よ
う 

 

●
問
合
せ
先 

明
老
会 

 
 
 
 

２
―
３
９
１
１ 
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小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ 

 
 
 
 

協
会(

Ｏ
Ｗ
Ａ)

の
コ
ー
ナ
ー 

 

小
笠
原
の
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ 

パ
ー
ト
４ 

「
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
の
出
す
音
」 

 

マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
は
「
カ
チ
カ
チ
」「
カ
ー
ン
、

カ
ー
ン
」
と
い
う
音
を
出
し
ま
す
。
と
き
ど
き
「
カ

チ
カ
チ
」
音
に
混
じ
っ
て
「
ズ
ズ
ズ
ズ
ズ
ズ
」
と
い

う
鼻
を
す
す
る
よ
う
な
音
も
聞
こ
え
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。 

こ
れ
ら
の
音
に
は
、
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
の
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
独
自
の
音
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
独
自
の
音

は
親
か
ら
子
供
へ
、
子
供
か
ら
孫
へ
受
け
継
が
れ
る

こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
何
か
し
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
。 ま
た
、「
カ
チ
カ
チ
」
と
い
う
音
は
魚
群
探
知
機

の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
餌
や
海
底
ま
で

の
距
離
を
測
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。 

こ
の
原
理
を
応
用
し
、
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
は
超
音

波
を
浴
び
せ
て
、
餌
と
な
る
巨
大
な
イ
カ
な
ど
の
動

き
を
止
め
て
し
ま
う
と
い
う
離
れ
技
を
持
っ
て
い
る

と
い
う
仮
説
も
あ
り
ま
す
。 

こ
の
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
の
出
す
音
は
Ｏ
Ｗ
Ａ
事

務
所
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
小
笠
原
の
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
ツ
ア
ー
で

は
生
の
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
の
出
す
音
を
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
、
一
度
聞
い
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
？ 

※
連
載
の
内
容
は
１６
名
の
Ｏ
Ｗ
Ａ
認
定
ホ
エ
ー
ル

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
・
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
が
作
成
し

た
「
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
・
ガ
イ
ド

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
か
ら
抜
粋
し
て
い
ま
す
。 

 

マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
参
加
者
募
集  

 

小
笠
原
村
観
光
協
会
と
小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ

ッ
チ
ン
グ
協
会
で
は
、
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
の
一
環
と
し
て
、
今
年
も
小
笠
原
海
運
株
式
会

社
の
協
力
の
下
「
お
が
さ
わ
ら
丸
で
行
く
マ
ッ
コ
ウ

ク
ジ
ラ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
ク
ル
ー
ズ
」
を
行
い
ま
す
。 

Ｏ
Ｗ
Ａ
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
に
よ
る
詳
し
い
解

説
や
船
内
イ
ベ
ン
ト
も
行
う
予
定
で
す
。
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
深
海
の
王
者
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
に
会
い
に
い

き
ま
せ
ん
か
！ 

下
船
後
に
は
豪
華
賞
品
が
当
た
る
ビ
ン
ゴ
大
会

も
行
い
ま
す
。 

【
日 

時
】
９
月
２１
日
（日
） 

午
前
９
時
～
午
後
４
時 
【
定 

員
】
３
０
０
名
（先
着
順
） 
【
参
加
費
】
無
料 

【
申
込
方
法
】 

直
接
Ｏ
Ｗ
Ａ
案
内
所
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

※
母
島
在
住
の
方
は
電
話
で
受
け
付
け
し
ま
す
。 

                   

【
申
込
期
間
】
９
月
８
日
（月
）
～
１２
日
（金
） 

 
 
 
 
 
 
 

午
前
９
時
～
午
後
６
時 

（
正
午
～
１
時
３０
分
を
除
く
） 

※
村
民
以
外
の
方
は
９
月
２１
日
当
日
の
受
付
と

な
り
ま
す
。 

 

第
21
回
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
養
成
講
座
（
勉
強
会
） 

 

「
宇
宙
の
イ
ル
カ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」 

イ
ル
カ
座
と
そ
の
神
話
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

【
日
時
】
９
月
２３
日
（火
）
午
後
７
時
～
８
時
頃 

【
場
所
】
お
祭
り
広
場 

【
講
師
】
筒
井
浩
俊
（
小
笠
原
天
文
倶
楽
部
） 

【
参
加
資
格
】
村
民
ま
た
は
Ｉ
Ｗ
Ｏ
メ
ン
バ
ー 

【
そ 

の 

他
】 

人
数
把
握
の
た
め
、
な
る
べ
く
ご
予
約
く
だ
さ 

い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

２
―
３
２
１
５ 

                  

小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム 

推
進
委
員
会
の
コ
ー
ナ
ー 

 

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
す
す
め
パ
ー
ト
２７ 

 

「
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
て 

 

～
屋
久
島
１０
年
の
変
化
パ
ー
ト
１
～
」 

 

今
か
ら
１０
年
前
の
平
成
５
年
に
世
界
自
然
遺
産

に
登
録
さ
れ
た
屋
久
島
。
登
録
前
と
登
録
後
で
は
ど

の
よ
う
に
地
域
が
変
わ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？ 

平
成
１４
年
に
環
境
省
が
そ
の
変
化
を
報
告
し
て

い
ま
す
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 【
社
会
経
済
の
変
化
】 

 

①
観
光
入
り
込
み
数
は
１０
年
間
で
1.6
倍
（
平
成 

２
～
１２
年
）、
関
連
産
業
も
拡
大 

・
宿
泊
施
設
数
1.8
倍 

・
貸
し
切
り
バ
ス
利
用
者
数
1.9
倍 

・
レ
ン
タ
カ
ー
事
業
者
数
2.8
倍 

・
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
な
ど
の
新
た
な
職
種
が
成 

 
 

 

立 
 

②
人
口
は
増
加
傾
向
、
転
入
者
の
増
加
が
大
き
な 

要
因 

・
毎
年
、
転
入
数
が
転
出
数
を
数
十
人
上
回
る 

・
老
年
人
口
の
割
合
が
他
の
離
島
と
比
較
し
て
少

な
い 

・
転
入
者
の
２７
％
が
I
タ
ー
ン
者
、
１７
％
が
関

東
地
方
か
ら 

 

③
生
産
、
所
得
の
伸
び
は
県
平
均
の
伸
び
を
大
き 

く
上
回
る 

・
第
３
次
産
業
が
伸
び
て
い
る 

・
小
売
業
販
売
額
の
伸
び
は
1.5
倍
（
平
成
３
～ 

１１
年
） 

・
屋
久
島
の
純
生
産
額
は
３
２
９
億
円
で
1.5
倍
の

伸
び
（
平
成
元
～
９
年
） 

 

④
第
１
次
産
業
に
も
世
界
遺
産
効
果
が
普
及
、
環 

境
へ
の
関
心
も
高
ま
る 

ア
イ 
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・
産
地
と
し
て
の
屋
久
島
の
名
が
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
効
果 
・
有
機
栽
培
、
減
農
薬
の
意
識
的
、
意
欲
的
な
取

り
組
み 

 

⑤
住
民
生
活
に
都
市
型
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
浸
透 

す
る
一
方
、
環
境
へ
の
配
慮
が
定
着 

・
大
規
模
小
売
店
、
コ
ン
ビ
ニ
の
増
加 

・
一
般
廃
棄
物
排
出
量
は
１０
年
前
の
８７
％
に
減 

 
 

 

少 

・
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
協
力
な
ど
環
境
へ
の
配
慮
が

定
着 

・
１０
年
前
と
比
べ
現
金
支
出
の
増
加 

 

次
回
は
世
界
遺
産
登
録
後
の
「
住
民
生
活
の
変
化
」

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。 

※
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム 

持
続
的
な
地
域
の
自
然
文
化

の
保
護
と
そ
の
観
光
利
用
の
両
立
を
図
っ
て
地
域

振
興
す
る
と
い
う
考
え
方
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
委
員
会
事
務
局 

（
小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
協
会
内
） 

３
―
３
２
１
５ 

                

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
27 

 

― 

宮
之
浜
か
ら
海
へ 

― 
 

９
月
に
入
り
、
産
卵
に
上
陸
す
る
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ

も
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

ま
だ
ま
だ
カ
メ
シ
ー
ズ
ン
は
続
き
ま
す
。
産
み
落
と

さ
れ
た
卵
が
ふ
化
し
、
地
温
の
低
く
な
っ
た
夕
暮
れ

か
ら
明
け
方
に
か
け
て
、
稚
亀
達
が
続
々
と
砂
か
ら

這
い
出
て
海
に
向
か
っ
て
い
る
か
ら
で
す 

稚
亀
は
明
る
い
方
に
進
む
習
性
が
あ
り
、
山
側
よ

り
も
少
し
明
る
い
海
側
に
進
み
ま
す
。
そ
の
た
め
、

近
く
に
街
灯
が
多
い
大
村
海
岸
で
生
ま
れ
た
稚
亀
は
、

ほ
と
ん
ど
街
の
方
へ
向
か
い
ま
す
。
お
祭
り
広
場
に

く
り
だ
し
た
り
、
道
路
に
這
い
出
て
車
に
ひ
か
れ
た

り
し
た
稚
亀
の
発
見
を
、
皆
さ
ん
に
ご
通
報
い
た
だ

い
た
例
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

砂
か
ら
這
い
出
た
直
後
の
稚
亀
は
、
浜
を
歩
き
、

沖
ま
で
泳
ぎ
出
る
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
海
に
入
っ

た
稚
亀
は
、
フ
レ
ン
ジ
と
呼
ば
れ
る
一
種
の
狂
乱
状

態
に
な
り
、
４０
～
６０
時
間
も
の
間
ひ
た
す
ら
泳
ぎ

続
け
ま
す
。
フ
レ
ン
ジ
は
、
稚
亀
が
少
し
で
も
沖
に

出
よ
う
と
す
る
行
動
で
す
。
稚
亀
は
沖
に
出
る
こ
と

に
よ
っ
て
潮
に
流
さ
れ
、
自
分
で
泳
ぐ
よ
り
も
う
ま

く
流
れ
藻
な
ど
が
た
ま
っ
て
い
る
潮
目
に
行
く
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
。
そ
こ
は
稚
亀
に
と
っ
て
食
料
の

宝
庫
な
の
で
す
。
稚
亀
が
潮
目
に
た
ど
り
着
く
こ
と

が
で
き
る
か
が
、
稚
亀
の
生
死
を
決
定
す
る
重
要
な

要
素
と
な
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

大
村
海
岸
で
ふ
化
し
た
稚
亀
は
、
海
に
入
る
こ
と

す
ら
で
き
な
い
た
め
、
卵
は
ふ
化
前
に
海
洋
セ
ン
タ

ー
で
保
護
し
、
夜
間
に
な
る
べ
く
自
然
に
近
い
状
態

で
宮
の
浜
か
ら
放
流
し
て
い
ま
す
。 

今
年
も
、
も
う
し
ば
ら
く
こ
の
放
流
会
は
続
き
ま

す
。す
べ
て
稚
亀
の
ふ
化
状
況
に
あ
わ
せ
ま
す
の
で
、

人
間
の
都
合
は
後
回
し
で
す
。
ぜ
ひ
一
度
、
海
に
旅

立
つ
稚
亀
を
見
送
り
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。 

  

                    

― 

み
な
さ
ん
、
は
じ
め
ま
し
て
！ 

― 
 

新
し
く
海
洋
セ
ン
タ
ー
に
就
任
し
ま
し
た
高
橋
小

太
郎
で
す
。
と
て
も
活
気
が
あ
り
、
皆
忙
し
い
小
笠

原
の
夏
。
そ
の
よ
う
な
中
、
私
も
新
し
い
仕
事
を
覚

え
る
た
め
、毎
日
慌
し
い
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。 

 

か
く
い
う
私
も
学
生
だ
っ
た
１０
年
前
に
、
海
洋
セ

ン
タ
ー
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
ま
し
た
。そ
う
、

盆
踊
り
最
終
日
に「
津
波
避
難
」し
た
あ
の
年
で
す
。

そ
れ
以
来
、
１
度
も
こ
の
島
を
訪
れ
て
い
な
か
っ
た

の
で
、
今
回
の
帰
島
？
は
と
て
も
緊
張
し
た
も
の
で

し
た
。
し
か
し
、
１０
年
振
り
に
お
会
い
し
た
人
々
は
、

か
わ
ら
ず
私
を
笑
顔
で
迎
え
て
く
だ
さ
り
と
て
も
感

激
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
は
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
職
員
と
し
て
毎

日
汗
を
流
し
て
い
ま
す
の
で
、
街
や
浜
や
海
で
見
か

け
た
ら「
コ
タ
ロ
ー
」と
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
ね
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

（
日
本
ウ
ミ
ガ
メ
協
議
会
）
２
―
２
８
３
０ 

 

                    



産婦人科外来診療（父島/～2）

大腸がん検診申込期間（～19）

肺がん検診申込期間（～10/31） 出港日

高校図書館開放

入港日

高校図書館開放 中ノ平農業団地就農者募集締切

産婦人科外来診療（母島/～5） 入港日

定期予防接種 キッズサッカーIN母島（ 一般対象）

（三種混合･麻疹･風疹･日本脳炎） 東京三弁護士会による法律相談（母島）

高校図書館開放

キッズサッカーIN母島（小中学生対象）

出港日 キッズサッカーIN父島（一般対象）

介護者教室（父島） 東京三弁護士会による法律相談（父島）

小笠原にすむイルカたちの 秋の全国交通安全運動（～30）

写真展（父島/～11月上旬） おがさわら丸で行く

高校図書館開放 マッコウクジラウォッチング

眼科専門診療（父島/～23）

中ノ平農業団地就農者募集現地説明会

母島巡回労働相談

おがさわら丸で行くマッコウクジラ 出港日

ウォッチング申込期間（～12） キッズサッカーIN父島（小中学生対象）

インタープリター養成講座

入港日

家庭系パソコン無料回収最終日（父島） 村民意見･提案･相談受付窓口開設日

高校図書館開放

高校図書館開放

眼科専門診療（母島/～26）

出港日

乳幼児健診･歯科健診（父島）

入港日

母島保育園入園希望者募集締切

キッズサッカーIN小笠原参加申込締切 高校図書館開放

野の草花観察会（父島） 出港日

高校図書館開放

入港日

予防接種（ツベルクリン反応）

敬老大会（父島） 地域振興事業に係わる補助事業の募集締切

敬老の日の集い（母島） 小笠原中学校道徳授業地区公開講座
30 火

月15

1 月

6 土

2 火

5 金

26 金

18 木

21 日

20 土

19 金

行　事　予　定 行　事　予　定日付曜日

水17

16 火

3 水

7 日

4 木

14 日

日付曜日

12 金

11 木

10 水

25 木

13 土

27 土

29 月

28 日

火9

22 月

8 月

23 火

24 水

敬老の日

秋分の日


